
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広島平和派遣についてまとめた「感想

文」と派遣前・派遣後の平和への想いをまと

めた「メッセージボード」を紹介します。 

ピースメッセンジャーの 
      
       

第１部 

 

感想文 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私が広島平和派遣に応募した理由は，

実際に原子爆弾を落とされた場所へ赴き，

そのことに対する理解を深めたかったから

です。私は以前から歴史に興味があり，そ

れに関する本をよく読んでいました。私は

文章だけでも十分物事を知れるのだと思

いひたすらに文字から情報を得ていました

が，多くの本を読んでいくうちにその考えは

変わりました。私が読んだ本は事実を淡々

と綴った感情のないものから当時を生きた

方の証言のある人々の感情を強調したも

のまで様々でしたが，どれを読んでも「現

実感」というものを感じられなかったので

す。同じ土地でも当時の景色からは大きく

変わり，人々も戦争を体験したことのない

世代が多くなりました。ここまで変わってし

まったのでは確かにそれが本当にあったこ 

 

とだと知っていても，実感をもてないことは

珍しくはないかもしれません。そこで私は遠

くから見ているだけではなく，その地に行っ

てみたいと思うようになりました。当然広島

だって数十年の時が経ち街は変わっていま

すが，それでも「過去にそのようなことが実

際にあった場所」というのは大切なことだと

感じています。 

 

そんな考えがあって私は広島平和派遣

に応募しました。広島に行ってからは原爆

ドームや資料館などたくさんの場所を訪れ

ました。原爆ドームは世界遺産に登録され

ていることもあってとても有名な建物で，勿

論私も何回も写真で見たことがありまし

た。その原爆ドームで私は自分の目で確か

めることの大切さに改めて気づかされます。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実際に目の前にある原爆ドームは写真で

見るよりもずっと大きく言葉にできない雰

囲気があります。資料館でも同じでした。

被爆された方々の焼け焦げた遺品，ボロボ

ロになった衣服，爆風で吹き飛んだ建物の

残骸。どれもこれも私たちの日常からは切

り離されたものでした。そのような非日常に

自ら触れたそのとき，ほんの少しだけ「当

時」の「現実」に触れたように思えました。

似島では遺構巡りです。似島は自然溢れ

る島で，その景色は平和そのものです。そ

んな場所でかつて凄惨なことがあったとは

教えられるまできっと気がつけないでしょ

う。似島には昔戦争から帰ってきた軍人の

検査をする陸軍の検疫所がありました。そ

のため大量の被爆者が似島に運ばれてき

たといいます。ここで多くの人が亡くなりま 

した。 

 

派遣に行った３日を通して私は多くのこと 

を学びました。知ることは人を正しい道へ

導くことのできる唯一の術だと思います。戦

争に至るには過程というものがあり，結果

としてなぜこうなったのか，簡単に説明でき

ることではありません。本当に戦争を防ぎ

たいのならまず過去を振り返ってどうする

ことが最良の選択なのか，現実を見て考え

ることが最も大事だと思います。これからも

知る，学ぶを続けていきたいです。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私は，小学生の時広島の悲劇について

少しだけふれた。その時は原子爆弾が投

下された事やたくさんの人々が亡くなった

事など主に事実についてふれた。でも今回

の派遣を知って事実以外にも生き残った

人の話や思いを知りたいと思った。 

 

１日目は平和記念公園や平和記念資料

館に行った。記念公園ではたくさんの人が

信じられない程亡くなった事やここはまる

で地獄のようだったと教えてもらった。資料

館では目を覆いたくなるような見た事のな

い傷や死体たくさんの人の言葉が残され

ていた。写真やただの文章なのに喉の奥

が締め付けられるような感じだった。 

 

２日目は似島に行った。似島ではたくさ 

んの怪我人が運ばれて来たらしい。その人

達は，水を求めていたが放射線で飲んだら

死ぬと考えられていたためもらえなかった。

その当時の人達は，今の私達の身近です

ぐに飲める水も飲めず苦しんでいたと知っ

た。私は１番心に残った話がある。それはあ

る少女の話だ。その子は麻酔をせず腕を切

り落とし命が助かったという話だ。もし私だ

ったら怖くてそんな事出来ないと思う。その

少女の勇気はとてもすごいと思った。 

 

３日目は被爆体験者の話を聞いた。その

人も家族が亡くなったらしい。他にも「被爆

者とは結婚しない方が良い」など差別的な

事もされていたらしい。被害者なのに周り

から冷たい目で見られるのはひどいし，お

かしい事だと感じた。また，平和記念公園に 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

折り鶴献納もした。そこにはたくさんの折り

鶴があった。こんなに広島のために折り鶴

を折ってくれる人がいると知った。とてもキ

レイでたくさんの人の思いを感じられた。 

 

私は，広島に来たのが初めてで，いろん

な所に行けたりして楽しかったし，当時の

人の気持ちも少しは知る事も出来た。最初

は不安だったけどメンバーとも仲良くなれ

てすごく良い思い出になった。次は私がい

ろんな人にこの事を伝えていかなければい

けないと思う。事実だけではなく，思い，気

持ちなども知ってほしいと思った。 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私が今回の広島平和派遣に参加した理

由は前回の作文にも書いた通り，長崎の

原爆資料館や祖父の体験談などでした。

しかし，実際に行ってみて，強く思ったこと

があります。それは，広島のこと，原爆のこ

とを若い世代にもっと知って欲しいというこ

とです。 

 

まず，１番最初に印象に残ったのは，第１

回勉強会で聞いた話です。語り部の方の

お話によると，当時は中学生もろくに勉強

できず学徒動員で工場に行き，危険な作

業をしていたそうです。私達も生まれる時

代が違えばそうなっていたと考えると，これ

は私達が今，真剣に向き合わなくてはなら

ない問題なのだと思いました。 

 

その思いを抱えて広島に行き，最初に見

学したのは原爆資料館でした。様々な展示

物の中に，遺品とそのエピソードがあり，そ

れがとても記憶に残っています。原爆が落

ちる直前まで広島の人々は普通の生活を

送っていたのです。遺品の中には，１０歳に

もならない子ども達のものもたくさんあり，

ご両親の思いを考えると，やるせない気持

ちになりました。 

 

翌日，見学しに行ったのは似島です。そ

もそも似島自体を知らなかった私は，被害

者がこの島に１万人以上も逃げてきたと聞

き，とても驚きました。そして，逃げてきた

人々の看病をしたのは島にいた少年でし

た。手記によると，たくさんの人の死体の処

理など，辛い仕事もあったようです。中学生 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

がそんなことをする世の中は２度と来てほ

しくないと強く思いました。 

 

最終日，私達は折り鶴を納めに行きまし

た。近づいてみると，そこには既にたくさん

の鶴が納められており，平和に対する思い

は皆１つなのだと感じました。 

 

この３日間を通して私は，１度平穏が崩

れてしまえば，自分も７４年前の人々と同じ

目にあうかもしれない，と，原爆や戦争の

身近さを感じました。そして同時に，この平

和は私達が支えていかないといけないもの

だ，ということを，ぜひ同世代の人にも理解

して欲しいと思いました。 

 

最後に，今回私がこのような多くのこと 

を学べたのは，両親や市の方々の支援あっ

てのことです。今後私が平和を訴える活動

に取り組むことによってお礼ができたら，と

思います。本当にありがとうございました。 

 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たちは調布市のピースメッセンジャー

として３日間広島へ派遣されました。 

 

１日目は，平和記念公園と平和記念資

料館に行きました。平和記念公園では，平

和の鐘や，平和の子の像など，平和を願

い，原爆によって亡くなった方をとむらうも

のを見て回りました。私は平和の鐘に興味

を持ちました。この鐘には世界地図が描か

れているのですが，それには国境がありま

せん。これは世界が１つになり，みんなが平

和になるようにという願いが込められてい

るそうです。平和記念資料館では，被爆直

後の広島の様子や，被爆者の方々の遺品

などが展示されていました。本館入口近く

の展示では，CG によって原爆が落とされ

たときの様子が現されていて，一瞬で全て

がなくなった様子が分かりました。 

 

２日目は，似島と袋町小学校へ行きまし

た。似島は原爆が落とされた当時，広島市

内から多くの被爆者の方が運ばれ，野戦

病院となった島です。似島では１万人に及

ぶ被爆者が被爆後２０日間で運ばれまし

た。やけどや原爆症などにより，亡くなった

方も多く，生きて似島を後にすることができ

た方は，２千人から３千人だと言われてい

ます。袋町小学校では灰がつき黒くなった

かべに，白いチョークを使って小学校に通

っていた生徒の状況や，親の現在住んで

いる場所などをかいて，掲示板のように使

っていたそうです。私は，これに１人１人の

安否を書いていた先生達に驚かされまし

た。 

 

３日目は，被爆体験者の講話を聞き，原

爆の子の像へ折り鶴を献納しました。被爆

体験者の講話では，当時どんなところでど 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

んな被害にあったのかということをくわしく

話してくださいました。 

 

この３日間で私の印象に残った言葉が２

つあります。 

 

 １つ目は，「平和は１つの世代が作ったと

しても，次の世代が平和でなくていいと思

ったらなくなってしまう。次の世代もその次

の世代も，みんなが平和であってほしい，そ

の気持ちを糸をつむぐようにしてつないで

きた」という言葉です。私はこの言葉に確

かにそうだなと思いました。平和が当たり

前ということが，１００年，２００年と続けば，

だんだん広島で起きた原爆が忘れられて

しまうかもしれません。そしたら，平和であ

る必要があるのか，という考えもでてくると

思います。そうならないためにも，平和の大

切さを伝えていかなければいけないと思 

 います。 

 

２つ目は，「世界全体が幸福にならなけ

れば，個人の幸福はありえない」という言

葉です。世界各地では紛争などにより，自

分の国に戻れないという人々もたくさんい

ます。そういう人達にとっての幸福は日本に

住む私たちが当たり前に手に入れており，

考えもしないようなことだと思います。 

 

他者の考えも尊重し，力にうったえずに

解決する世にならなければいけないと思い

ました。 
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私が調布市の広島平和派遣事業に参

加を希望したのは，ピースメッセンジャーと

して，戦争，原爆についての話を学び伝え

る活動に興味があったからだ。そして，実際

に現地を訪れて，原爆についての講話を聞

いたり，原爆ドーム，平和記念公園，広島平

和記念資料館，似島といった関連施設に

おいて，その実像を目にする度，「自分は何

も知らない」ということに，がく然とすること

になった。 

 

一体私は何を伝えればよいのだろう。そ

して，私のこの衝動的な思い，「リアルな戦

争というものを知らない」ということをどう

伝えればよいのだろう。 

 

１９４５年８月６日８時１５分。広島で一体

何が起こっていたのか。言葉，知識では知

っていても，広島平和記念館で見た様々な 

展示は，あまりにも無惨，残酷で胸をしめ

つけられるものであった。焦土，廃墟となっ

た広島の様子がそこにはあった。 

 

原爆は強烈な熱線と放射線と，超高圧

の爆風を引き起こした。それによって人々の

命は一瞬で奪われた。少し離れた所にいる

人でも息絶えたり，ひどい火傷を負った人

も多かった。木造の住宅は全壊した住宅が

多かったという。 

 

平和記念資料館には，原爆で被災して

しまった人々のボロボロになった衣服や，

放射線によって髪の毛が抜けてしまった少

女，亡くなった方の写真があった。見るに耐

えない原爆遺留物が多かった。原子爆弾

が落とされるその瞬間まで，その制服を着

た少年少女は普段の生活，日常があった

はずだ。それは一瞬にして打ち砕かれた。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その思いと魂はどこへ行ってしまったの

だろうか。ぼろぼろになった制服を見なが

らもっと生きたかっただろうな。悔しかった

だろうな。と私は思った。 

 

広島では，被爆者の國分良徳さんの講

話をお聞きした。旧制中学校４年生であっ

た１６才の時，朝，動員先の軍事工場へ出

かけようとした時に，１．８㎞地点で被爆し

た。國分さんは９人家族だった。しかし，原

爆によって母，弟，妹を亡くした。國分さん

も，原爆の爆風によって胸の辺りに破片が

ささったが，胸ポケットに定期入れがあった

ので，命が助かったという。國分さんの母

は家の下敷きになってしまっていた。母の

体を出そうとしたが，原爆による熱線で火

事がおこり，火がせまり来る中，逃げるより

他に選択肢がなく，見殺しにしなくてはなら

なかったという。どれだけつらい気持ちだっ 

ただろうと思うといたたまれなくなった。一

家族をとっても，生き残った方と亡くなった

方がいるという事実。私は原爆のとても非

情な，無差別性を感じた。 

 

罪のない沢山の人々が命を落とさなくて

はいけなかった矛盾。今生かされている私

のこの命を，一生懸命に生きたいと思った。

そして私はこの夏の衝撃を絶対に忘れな

い。 

 

 

 

 

 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私は今回調布市民代表として広島に派

遣させて頂きました。戦争については２年

ほど前から興味があり，自ら広島に行きた

いと親にねだったこともありました。前回行

ったときは改装中ということもあり原爆資

料館の一部しか見ることができませんでし

た。その一部の他の展示を見たい，学びた

いということが１番の申し込みをした理由

でした。 

 

しかし，広島に着いてからの生活の中で

学べる充実した話や経験は悲惨なもので

した。平和の鐘や原爆ドームを観光として

見るのとはまた違った感覚でした。私が説

明を聞いている間も，地元の人か観光客

か定かではないが，写真を数枚撮り何か

を考えるような顔１つせず去っていきます。 

「他にも慰霊碑はあるのにどうして？」とそ

のとき思いました。しかし一昨年の自分を

思い返してみると原爆ドームを見て同じよ

うなことをしていた気がします。そこで私は

気がつきました。この人たちは戦争につい

て深く考えてここにきている人は少ないと

いうことを。他にも見るべき場所はあるはず

なのにそれを見ていない，気づかないとい

うことはそういうことなのではないか，と思

いました。 

 

私自身１番印象に残ったものは多々ある

が，その中でも特に國分良徳さんのお話に

心を痛めました。その話を聞いて，今同じこ

とが起きたら，と身震いしてしまいました。

國分さんが１６歳のときに経験したと聞い

たときも今の自分と年齢が近く，そのときに 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

母が死んで焼かれた，肌がめくれている人

がたくさんいる，そんなものを見てしまえば

気がおかしくなりそうです。どれだけ辛かっ

たか私にははかりしれません。被爆体験者

の人数は年々減少している現状で，國分さ

んのお話を聞けることはとても貴重であり

がたいことだと思いました。 

 

この３日間を通して調布市民の人に限ら

ず全日本国民が戦争について学び，ふれ

られる機会を増やした方がいいなと思いま

した。私達の世代は特に戦争に関しての関

心が薄く自ら学びに行くことはほとんどい

ないと思います。自国で起こったことを他

人事のように話す友達もよく見ます。そうい

う人達をふくめ，今後より多くの人が戦争，

命の尊さについて学んでいける環境作りを 

 

心から願っております。３日間貴重な体験

ありがとうございました。 

 

 

 


